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古⺠家でこどもたちと何でもない⽇々を重ねたい
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先月は、古民家を開けていても誰も来ない日もありました。こういったことは、ずっと開けているとときどきあります。開

け始めた時、コロナ禍の少し前からコロナ禍などは、そうですね。

でも開けていると、なぜだかこどもはやってくるんです。予約をするわけでもなく、登録制でもないからこそ、起きること

だなあと思います。「なんでこなかったん？」と聞いても、とくに答えもないんですね。なんとなく、みたいです。

これを書いている前日には、こどもたちがやってきました。「最近こなかったやん」と相変わらずの質問をすると「寂しか

ったん？」と聞いてくるので「うん」と答えます。

そういう場所っていいと思いません。自分が行きたいなあとか、行けるときにふらっと立ち寄れる場所。



★1月の星空で遊んだ人数

こども　64人

おとな　  6人
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（いずれものべ人数）

インスタやってます。活動の様子をのぞいてみてね

https://www.instagram.com/npo_wacca/

1月は成人の日、「昼会」と名付けて、日中の開催となりました。

いつもとは違う明るい時間。低学年の小さな子どもたちが、元気に集まってくれました。

そして待ちわびていた雪が、ようやく積もってくれました。真っ白な景色に目を輝かせながら、雪を掴んでは

投げ、転がしては笑う。軽い雪遊びでしたが、その時間は楽しい声もキラキラと輝き、夜とは違う、昼間ならで

はの柔らかな時間が流れた「昼会」でした。

いつもの夜会では、さらにシンとした、冷たい空気の中、相変わらず始まる鬼ごっこ。

頬を赤く染めながら「暑い！暑い！」と言って走り回る姿。冬の景色に温かさを添えてくれました。


